
（�）第44号 20��年４月25日九州キリスト教社会福祉事業団　事業団だより

信  望  愛

いずみの園  since1978

① 

ア
メ
ニ
テ
ィ（
快
適
主
義
）

　

  

快
適
な
サ
ー
ビ
ス
、快
適
な
環
境
、笑
顔

　

  

の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

② 

ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ（
人
間
主
義
）

　

  

心
と
体
の
自
由
を
尊
重
、一
人
ひ
と
り
の
尊
厳
性

　

  

を
大
切
に
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
い
ま
す
。

③ 

ロ
ー
カ
リ
テ
ィ（
地
域
主
義
）

　

  

地
域
と
共
に
歩
み
、地
域
の
福
祉
拠
点
と

　

  

し
て
の
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

それゆえ、信仰と、希望と、愛、
この三つは、いつまでも残る。
その中で最も大いなるものは
愛である。
　　 コリントの信徒への手紙
　　　　　　　　Ⅰ  13：13

いずみの園の
サービス・コンセプト
（私たちの取り組み）

　
「
こ
れ
は
何
者
か
。
知
識
も
無
い
の
に
、

言
葉
を
重
ね
て
神
の
経け
い

綸り
ん

を
暗
く
す
る

と
は
。」
旧
約
聖
書 

ヨ
ブ
記
第
38
章
２
節

　

突
如
、
東
北
関
東
地
方
を
襲
っ
た
言

語
に
絶
す
る
東
日
本
大
震
災
の
巨
大
地

震
や
大
津
波
と
、
更
に
思
い
掛
け
な
い

原
発
か
ら
の
放
射
性
物
質
の
流
出
の
甚

大
な
被
害
は
、
私
に
と
っ
て
理
解
出
来

な
い
衝
撃
的
な
出
来
事
で
し
た
。
連
日

の
よ
う
に
、家
屋
や
家
族
を
失
っ
た
人
々

が
不
自
由
な
避
難
生
活
を
強
い
ら
れ
て

い
る
姿
の
新
聞
記
事
や
生
々
し
い
テ
レ

ビ
の
報
道
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
悲
し

み
で
思
わ
ず
涙
ぐ
む
毎
日
で
す
。
自
然

の
災
害
と
い
う
に
は
余
り
に
も
酷
い
大

惨
事
で
、
こ
の
現
実
を
信
仰
的
に
ど
う

受
け
止
め
て
良
い
か
わ
か
ら
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
思
い
悩
む
内
に
、

旧
約
聖
書
の
ヨ
ブ
記
に
気
付
き
ま
し
た
。

　

ヨ
ブ
記
は
人
間
の
苦
し
み
を
問
い
続

け
た
古
代
オ
リ
エ
ン
ト
の
知
恵
の
伝
承

を
収
集
し
た
知
恵
文
学
で
す
。
な
ぜ
人

は
こ
の
世
で
苦
し
み
、
悩
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
か
。
し
か
も
な
ぜ
、
何
の

理
由
も
な
く
悲
惨
な
こ
と
が
身
に
起
こ

る
こ
と
が
あ
る
の
か
。
こ
の
よ
う
な
人

生
に
果
た
し
て
意
味
な
ど
あ
る
の
だ
ろ

う
か
。
こ
の
世
界
そ
の
も
の
が
不
条
理

に
で
き
て
い
て
、
正
義
な
る
神
な
ど
い

な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
問

題
を
正
面
か
ら
究
極
的
に
取
り
上
げ
て

い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。（
新
共
同
訳

旧
約
聖
書
註
解
Ⅱ
）。
ヨ
ブ
記
38
章
２
節
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業
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だ
よ
り

 

東
日
本
大
震
災
の
惨
事
に
よ
せ
て

　
　
　
　
　
　
　

社
会
福
祉
法
人

　
　
　
　
　
　
　

九
州
キ
リ
ス
ト
教
社
会
福
祉
事
業
団

　
　
　
　
　
　
　
　
　

理
事
長　

多　

田　

一　

三

と
42
章
３
節
に
「
神
の
経け
い

綸り
ん

」
と
記
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
新
改
訳
聖
書
に
は「
神

の
計は
か

り
ご
と
」
に
な
っ
て
い
ま
す
。
人

知
の
及
ば
ぬ
神
の
計は
か

り
ご
と
で
す
。
こ

の
世
界
に
は
私
達
人
間
に
は
究
め
る
こ

と
の
出
来
な
い
神
の
計
画
と
そ
の
実
現

の
御
業
が
あ
る
の
で
す
。
知
ら
な
い
こ

と
を
知
り
つ
く
し
て
い
る
か
の
よ
う
に

思
っ
て
い
る
人
間
の
無
知
と
傲
慢
に
気

付
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ヨ
ブ
記
は
神

と
ヨ
ブ
と
の
対
話
と
論
争
形
式
で
書
か

れ
て
い
ま
す
。
ヨ
ブ
が
到
達
し
た
結
論

の
神
は
ヨ
ブ
が
つ
く
っ
た
偶
像
で
な
く
、

人
知
で
は
か
り
知
る
こ
と
の
出
来
な
い

神
で
し
た
。

　

こ
の
度
の
大
惨
事
に
神
は
必
ず
私
た

ち
と
悲
し
み
を
共
に
し
て
い
る
は
ず
で

す
。
神
は
私
た
ち
に
耐
え
ら
れ
な
い
試

練
に
あ
わ
せ
る
こ
と
は
な
さ
ら
ず
、
そ

れ
に
耐
え
ら
れ
る
よ
う
逃
れ
る
道
を
も

備
え
て
お
ら
れ
ま
す
。
原
発
か
ら
の
放

射
線
漏
れ
も
、
こ
の
世
に
完
全
な
も
の

は
無
い
と
い
う
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
の

で
す
。
大
震
災
の
被
災
者
の
皆
様
の
一

日
も
早
い
復
興
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し

上
げ
、
神
を
信
じ
、
隣
人
を
愛
す
る
平

和
な
社
会
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
の
父
で
あ
る
神
と
主
イ
エ
ス
・

キ
リ
ス
ト
か
ら
の
恵
み
と
平
和
が
、
あ

な
た
が
た
に
あ
り
ま
す
よ
う
に
。
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社会福祉法人 九州キリスト教社会福祉事業団　2011年度 法人本部事業計画

事　　　　　業

①介護保険事業

　介護老人福祉施設

　短期入所生活介護

　通所介護

　訪問介護

　夜間対応型訪問介護

　認知症対応型共同生活介護

　小規模多機能型居宅介護

　居宅介護支援

　訪問看護

②障害者相談支援

③介護実習・普及センター

④地域包括支援センター

⑤放課後児童健全育成事業

⑥日中一時支援事業（障害児）

⑦診療所

　通所リハビリテーション

⑧有料老人ホーム

⑨軽費老人ホーム（ケアハウス）

⑩保育所

施設・事業所名

特別養護老人ホーム　いずみの園

いずみの園ショートステイサービス

いずみの園デイサービスセンターふれんど館

いずみの園デイサービスセンターふれあい館

いずみの園デイサービスセンターかきぜ

いずみの園ホームヘルパーステーション

いずみの園コールセンター

いずみの園グループホーム（ベテルハウス）

かきぜグループホーム（けやき・いちょう）

寄り合いセンターいずみ

いずみの園介護保険サービスセンター

いずみの園訪問看護ステーション

障害者生活支援センターエマオ

大分県介護・実習普及センターいずみの園

中津市地域包括支援センターいずみの園

いずみの園児童クラブピーター

日中一時支援事業所マルコ

クリニックいずみ

リハビリセンターいずみ

シニア・レジデンスいずみの森

ケアマンション聖愛ホーム

めぐみ保育園

グレース保育園

犀川のぞみ保育園

⑸　実施事業、施設・事業所名５　組織図

後援会、研究機関
○九州キリスト教社会福祉事業団後援会
○九州キリスト教社会福祉研究所
　所長　多田一三
　所員　河島幸夫　山城　順　白井　進　江口敏一
　　　　滝口　真　堤　健生　冨永健司　袖澗三枝子

社会福祉法人 九州キリスト教社会福祉事業団

理 事 長

常務理事

園　長

理 事 会監 　 事

評議員会

法人本部事務局

め
ぐ
み
保
育
園

園　長

グ
レ
ー
ス
保
育
園

園　長

犀
川
の
ぞ
み
保
育
園

ホーム長

ケ
ア
マ
ン
シ
ョ
ン
聖
愛
ホ
ー
ム

施設長

介
護
保
険
総
合
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

い
ず
み
の
園

１　
法
人
の
基
本
理
念
に
基
づ
く
キ
リ
ス
ト

教
社
会
福
祉
の
展
開
と
実
践

　

社
会
保
障
関
係
予
算
の
財
源
不
足
、
福
祉

領
域
で
の
規
制
改
革
が
今
後
と
も
検
討
さ
れ
、

制
度
の
再
編
や
サ
ー
ビ
ス
提
供
主
体
の
多
様

化
が
す
す
み
、
今
、
社
会
福
祉
法
人
の
存
在

意
義
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
企
業
や
医
療
法

人
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
サ
ー
ビ
ス
が
乱
立
す
る

中
で
、
社
会
福
祉
法
人
の
先
駆
性
、
公
益
性
、

さ
ら
に
キ
リ
ス
ト
教
社
会
福
祉
の
独
自
性
を

発
揮
し
、
真
に
地
域
住
民
の
サ
イ
ド
に
立
っ

た
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
構
築
を
推
進
し
ま

す
。

　

当
法
人
の
設
立
以
来
の
基
本
理
念
は
『
心

を
尽
く
し
、
知
恵
を
尽
く
し
、
力
を
尽
く
し

て
神
を
愛
し
、
ま
た
隣
人
を
自
分
の
よ
う
に

愛
す
る
（
マ
ル
コ
に
よ
る
福
音
書
�2
章
33
節
）』

の
聖
書
の
み
言
葉
に
基
づ
く
愛
と
奉
仕
の
実

践
で
す
。
今
年
度
も
こ
の
理
念
を
掲
げ
、
法

人
を
生
み
出
し
た
母
な
る
教
会
と
と
も
に
歩

み
、
地
域
の
人
々
の
人
格
、
人
権
、
生
命
を

尊
重
し
守
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
職
員
一
同
、

専
門
性
と
技
量
を
深
め
利
用
者
に
良
質
な

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

２　
重
点
目
標

⑴　
法
人
の
使
命
（
ミ
ッ
シ
ョ
ン
）
の
明
確
化

①
キ
リ
ス
ト
教
社
会
福
祉
の
理
念
の
啓
発

②
社
会
福
祉
法
人
の
本
来
の
姿
で
あ
る
公

益
性
を
有
す
る
事
業
推
進
を
図
り
、
先

駆
的
な
事
業
展
開
を
進
め
る
。

③
キ
リ
ス
ト
教
の
施
設
と
し
て
、
心
と
魂
の

ケ
ア(

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア)

の
研
修
に

取
り
組
む
。

⑵　
経
営

①
法
人
の
財
政
基
盤
と
ガ
バ
ナ
ン
ス(

組
織

統
治)

強
化
、
法
人
の
財
政
基
盤
を
充
実

し
ガ
バ
ナ
ン
ス
機
能
を
強
化
し
て
経
営

の
安
定
化
を
推
進
す
る
。
ま
た
、
後
援

会
組
織
を
再
編
成
す
る
。

②
施
設
の
効
率
的
・
自
立
的
運
営
の
推
進

経
済
が
停
滞
し
て
い
る
な
か
、
全
施
設

は
効
率
的
・
自
立
的
経
営
を
目
指
す
と

と
も
に
、
事
業
の
多
角
化
を
指
向
し
、
事

業
の
選
択
と
集
中
を
図
る
。

③
九
州
キ
リ
ス
ト
教
社
会
福
祉
研
究
所
の

機
能
強
化

　
ド
イ
ツ
・
デ
ィ
ア
コ
ニ
ー
事
業
団
と
の
交

流
を
行
う
。

④
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
九
州
教
区
、
大
分
地

区
教
会
と
の
交
流

３　
法
人
本
部
事
業
計
画

⑴　
施
設
運
営
協
議
会
の
開
催

年
４
回
（
４
月
、
７
月
、
�0
月
、
２
月
）

⑵　
理
事
会
の
開
催

年
４
回
（
５
月
、
８
月
、
１
月
、
３
月
）

⑶　
評
議
員
会
の
開
催　

年
４
回
（
５
月
、
８
月
、
１
月
、
３
月
）

⑷　
監
事
の
監
査

年
１
回
（
５
月
）

⑸　
役
員
の
研
修

⑹　
後
援
会
活
動
の
強
化

⑺　
事
業
団
だ
よ
り
の
発
行

４　
組
織

⑴　
本　
部

　
大
分
県
中
津
市
永
添
２
７
４
４
番
地

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
い
ず
み
の
園

⑵　
役　
員

理
事
長　
　
多
田
一
三

常
務
理
事　
　
冨
永
健
司

理　
　
事　
　
齊
藤
昭
夫　
　
橋
本
髙
幸

　
　
　
　
　
　
廣
安
愼
太
郎　
滝
口　
真

　
　
　
　
　
　
木
村
真
彦　
　
河
村
賢
吾

　
　
　
　
　
　
東
島
勇
気

監　
　
事　
　
末
瀬
昌
和　
　
山
口
貞
嘉

⑶　
評
義
員　
　

　
多
田
一
三　
　
齊
藤
昭
夫　
　
橋
本
髙
幸

　
廣
安
愼
太
郎　
袖
澗
三
枝
子　
冨
永
健
司

　
滝
口　
真　
　
多
田
玲
子　
　
大
継
徹
朗

　
小
西
美
智
子　
東
島
勇
気　
　
木
村
武
夫

　
木
村
真
彦　
　
江
口
敏
一　
　
森
分
直
樹

　
河
村
賢
吾　
　
野
村
一
美　
　
出
納
皓
雄

　
田
邉
久
伍

⑷　
事
務
局

　
有
馬　
健　
　
藤
本
泰
治　
　
小
松
証
子
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介護保険総合ケアセンターいずみの園 2011年度基本方針

「地域包括ケアシステムの推進」―いずみの園これまでの20年とこれから―　常務理事 施設長　冨 永 健 司

介護保険前10年「福祉元年」
　世界有数の高齢社会が予測され始めた�989年（平
成元年）、3合同福祉審議会において「今後の社会福
祉のあり方について」が審議され、福祉は大きな転
換期を迎えることとなった。この年、福祉８法の改
正が行われ「福祉元年」と称された。同じ年、初め
て将来の数値目標を設定した「高齢者保健福祉推進
�0 ヵ年戦略」いわゆる「ゴールドプラン」が制定
された。94年（平成6年）、「2�世紀福祉ビジョン」
が策定され、それに沿って「新たな高齢者介護シス
テムの構築をめざして」が発表され、「自立支援」「利
用者本位」「サービスの選択」を骨子とする公的社
会保険制度である介護保険の原型が出現した。翌
95年（平成７年）、社会保障審議会の「公的介護保
険の創設勧告」が行われ、97年（平成９年）�2月
９日、介護保険法は成立し、2000年（平成�2年）
４月、介護保険は正式にスタートした。介護の事業
が措置費（税金）から介護報酬による経営の時代へ
と大きく転換された。いずみの園では昭和53年事
業開始以来、社会のニーズに応えて積極的に事業展
開を行った。特養�00床、ケアハウス、大分県第１
号のデイサービス、ホームヘルパー、訪問入浴、訪
問給食など、特に在宅サービスに力を入れ今日の基
礎が築かれた。この頃（99、H��年度末）、職員数
�44名、総収入7億5千2百万円であった。
介護保険後10年「多機能化、企業化」
　高齢者介護を社会全体で担う介護保険制度は国民
に定着し、国民生活に不可欠の制度となった。政府
の規制緩和と民間参入により介護ビジネスの観点も
あってサービスの量は格段に整備され競争の時代と
なった。いずみの園は02年、クリニック、リハビ
リセンター、障害者デイ、障害者生活支援センター
エマオなど医療、障害を組み込み、06年には全国
的にも例の無い戸建有料老人ホームを完成、多機能
化総合化を実現した。また、かきぜサポートセンター
事業を開始、老人デイ、障害者デイに加えて07年
児童クラブ事業、�0年には小規模多機能居宅介護、
グループホームを開設し地域包括ケアの拠点作りを
スタートさせた。介護保険の主旨は「住み慣れた自
宅で最後まで暮らせる」在宅サービスの整備充実に
あったが、利用者のニーズは施設入所が先行し、待
機者は42万人を数えるという。それは、施設が24
時間介護の安心に対して、在宅サービスは断続細切
れサービスで、とくに高齢者にとって夜間が不安で
あった。いずみの園ではこの点にいち早く着目、
20�0年、夜間対応型訪問介護がスタートした。「利
用者本位」で「継続的、包括的」な全時間対応のサー
ビス、「地域包括ケアシステム」の幕開けである。
いずみの園はこの�0年の間、経営基盤の拡大整備、
総合化を図り、職員320名、総収入�4億円に倍増（99
年比）した。
これからの10年「地域包括ケアシステムの推進」
　これからの�0年は、日本がかつて経験したこと
のない、団塊の世代が後期高齢者にはいる「超高齢
社会」を迎える。また今日、社会福祉法人が誕生し

て50年、福祉元年から20年、介護保険が発足して
�0年が経過し大きな節目の年となった。厚労省と
経営協は報告書「社会福祉法人経営の現状と課題」
の中で、「20�5年」「2025年」の課題として「多角
的経営、規模の拡大」、「合併、事業譲渡」そして「質
の低い法人、経営者の退出」を啓示した。新たな福
祉経営時代の到来である。経営力、資金力、マーケ
ティング、ガバナンス、人材力、サービスの質、法
人本部の機能強化が問われるようになった。また、
厚労省は第５期介護保険事業計画（H24~26）で「地
域包括ケアシステムの推進」を打ち出し、在宅サー
ビスの推進を目指す。より小さい生活圏域（中学校
区）の中で「医療、介護、予防、住まい、生活支援
サービス」を要援護者（高齢者、障害者、児童）に
包括的に提供するというものである。施設も地域資
源、住宅のひとつと見なし、将来はケアの外部化を
予見している。いずみの園では地域包括ケアの中心
となる「小規模多機能居宅介護」「24時間地域巡回
型訪問介護」の事業をすでに立ち上げ、さらなる展
開を計画する。これらの事業は、市の認可指定によ
る独占事業であり、今後の事業経営に大きな影響を
もたらすものと思われる。これまでの20年は、こ
れからの�0年のための準備期間とみなし、なかん
ずく、これからの5年は法人にとって最も重要な期
間と捉えられる。当法人の理念である「キリスト教
の愛と奉仕の精神」を高く掲げ、これまで一貫して
進めてきた「アメニティ（快適主義）」「ヒューマニ
ティ（人間主義）」「ローカリティ（地域主義）」の
コンセプトをさらに強化していく。

重点課題
１．基本理念、コンセプトのさらなる推進
①感動を与えられるサービスの実現
②科学的ケア三本柱「ISO」「サイボウズ」「ちょ
うじゅ」システムの習熟、活用

２．かきぜサポートセンター事業の充実
①障害児日中一時支援事業「マルコ」の開始
②北堀川小規模デイサービス事業の開始
③寄り合いセンター、グループホーム事業の
充実

３．「今津サポートセンターいずみ」の調査、研究
①小規模多機能居宅介護「寄り合いセンター
今津」
②小規模デイサービスセンター事業

４．障害児・者事業の研究
５．関連事業の統括、法人本部機能の強化
６．児童養護施設「栄光園」の支援
①栄光園ファミリークラブ（EFC）の設置

７．中間管理職の育成
８．ワークライフバランスの研究
①リフレッシュ休暇５連休の試行、検討
②事業所内託児所の研究
③職員のメンタルヘルス、チャプレンの活用

９．ドイツ・ディアコニー事業団への職員派遣の
実施



第44号 20��年４月25日（4）九州キリスト教社会福祉事業団　事業団だより

▼ 

献
金
の
ご
案
内 

▲

［
献
金
使
途
］

　
１  

法
人
の
た
め

　
２  

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
い
ず
み
の
園

　
　

  

の
た
め

　
３  

ケ
ア
マ
ン
シ
ョ
ン
聖
愛
ホ
ー
ム
の
た
め

　
４  

め
ぐ
み
保
育
園
の
た
め

　
５  

グ
レ
ー
ス
保
育
園
の
た
め

　
６  

犀
川
の
ぞ
み
保
育
園
の
た
め

　
７  

そ
の
他
（　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

［
送
金
方
法
］

 

① 

現
金
送
金

　
　
大
分
県
中
津
市
永
添
二
七
四
四

　
　
　
い
ず
み
の
園
内

 

② 

銀
行
振
込

　
　
大
分
銀
行　
大
貞
支
店　

　
　
口
座
番
号　
普 

六
三
七
九

 

③ 

郵
便
振
替
口
座
払
込

　
　
口
座
番
号　

　
　
〇
一
七
五
〇
─
八
─
一
三
〇
八
六
一

［
名　
義
］

　
　
社
会
福
祉
法
人

　
　
　
九
州
キ
リ
ス
ト
教
社
会
福
祉
事
業
団

　
　
（
こ
の
寄
付
金
は
所
得
税
法
及
び
法
人
税
法

　
　
　
に
よ
り
税
の
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
）

九州キリスト教社会福祉事業団　2010 年度献金報告

● 個 人・団 体 の 部 ●
雨　宮　惠　二
安　藤　直　忠
諌　山　裕　子
石　井　綾　乃
石　井　倫　子
泉　　　琉　江
磯　田　和喜子
一粒社ヴォーリズ建築
　事務所九州事務所
稲　益　九　重
稲　益　一　男
井　野　孝　信
岩　城　進　二
岩　瀬　好　巳
後　田　光　子
大　江　茂　範
大西日子三、恵美子
岡　口　文　明
尾　北　満　利
加　藤　みどり
金　枝　志のぶ

金　枝　保　徳
金　谷　マリ子
辛　嶋　　　崇
河　崎　秀　博
木　城　睦　之
木　安　俊　二
清　原　尚　樹
久　保　好　子
黒　田　伸　子
桒　原　君　子
合　使　スミ子      
古　賀　信　義
小　島　美喜子
小　西　美智子
小　松　和太郎
後　明　三　鶴 
斉　藤　千恵子
齊　藤　昭　夫
西来路　涼　子
相　良　多年子
桜　井　芳　恵

（敬称略させていただきます）

鶴　谷　頼　子
特別養護老人ホーム
　花畑ホーム
　第 2 花畑ホーム
中　尾　敏　彦
中　川　憲　次
中　西　悦　子
中　野　佐代子
中　村　司　良
西　野　璟　子
西　富三郎、薫子
野　田　和　人
野　中　　　宏
野　間　美枝子
濱　島　知壽子
林　　　スヱ子
東　　　千恵子
東　島　幸　子
広　瀬　京　子
堀　　　シゲ子
本　間　商　店

佐　藤　弘　治
佐　藤　裕　子
四　熊　フ　サ
柴　原　章　子
嶋　田　敏　夫
白木原　　　孝
末　廣　忠　士
杉　浦　ツタ子
鈴　木　喜美子
角　　　幸　典
袖　澗　三枝子
園　部　達　也
髙　島　俊　好
高　橋　千江子
田　島　和　子
田　代　美和子
多　田　一　三
多　田　玲　子
谷　口　スズエ
田　村　節　子
俵　　　　　哲

● 教 会 関 係 の 部 ●
〔教会：大分県内〕
中 津 教 会
別 府 不 老 町 教 会
宇 佐 教 会
大 分 教 会
大 分 東 教 会
中 津 教 会 バ ザ ー
中 津 扇 城 教 会
日 出 教 会
由 布 院 教 会

〔教会：九州〕
日本基督教団九州教区事務所
九州教区伝道センター共育部門
北 九 州 復 興 教 会
武 雄 教 会
宮 崎 教 会

門 司 教 会
宮 崎 清 水 町 教 会
福 岡 城 東 橋 教 会
西 都 教 会
福 岡 弥 生 教 会
長 崎 古 町 教 会
筑 紫 教 会
長 崎 銀 屋 町 教 会
香 椎 教 会
福 岡 渡 辺 通 教 会
瀬 高 教 会
錦 ヶ 丘 教 会
鹿 児 島 教 会
春 日 東 教 会
久 留 米 東 町 教 会
椎 田 伝 道 所
戸 畑 教 会

周 船 寺 教 会

〔教会：九州以外〕
岡山信愛教会
 クリスマス献金委員会
福岡市民
 クリスマス実行委員会

〔学校・保育園・幼稚園〕
長崎ウエスレヤン大学

クリスマス委員会
め ぐ み 保 育 園
周 船 寺 第 二 幼 稚 園
活水中学 校・高等学 校
福岡女学院中学校・

高等学校宗教部
敬 愛 幼 稚 園 バ ザ ー 係

愛 隣 幼 稚 園
グレース保育園つくしの会
い ず み の 園 フェ ス タ

〔教会婦人会〕
宮崎清水町教会女性会
福 岡 中 部 教 会 婦 人 会
北九州復興教会女性会
佐 世 保 教 会 女 性 会
門 司 大 里 教 会 女 性 部
門 司 教 会 婦 人 会
宮崎清水町教会

　宮崎地区女性部
小倉東篠崎教会婦人会
日本聖公会福岡

聖パウロ教会婦人会
津 屋 崎 教 会 女 性 の 会

正　木　米　子
真　島　志可子
桝　田　節　子
松　尾　和　子
松　岡　政　子
萬　代　孝　彰
水　谷　愛　子
水　舩　圭　子
南　　　吉　光
宮　本　真　理
宮　𠮷　芳　郎
安　田　　　薫
山下　猛、静子
山　中　正　夫
油　谷　春　子
横竹明房、房江
芳　賀　妙　子
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12,753,596

献
金
の
お
礼
と
お
願
い

44,280,104

8,791,123

12,845,109

16,061,532

グ
レ
ー
ス
保
育
園
建
築
献
金

シ
ニ
ア
レ
ジ
デ
ン
ス
い
ず
み
の
森
建
築
献
金

17,075,593

5,522,662 5,194,218

10,626,384

8,683,426

年度

　

こ
の
た
び
の
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
の
皆
様
に
神
様
の

限
り
な
い
深
い
愛
と
御
加
護
が
あ
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。
本
年
度
も
当
事
業
団
の
働
き
の
た
め
に

多
額
の
尊
い
御
献
金
を
賜
わ
り
心
か
ら
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
し
か
し
今
回
の
日
本
観
測
史
上
最
大
の
大
惨
事
は
、

日
本
の
政
治
、
経
済
、
社
会
全
体
に
大
き
な
打
撃
を
与
え
ま

し
た
。
今
迄
長
年
営
々
と
築
い
て
き
た
我
国
の
社
会
保
障
の

根
本
的
な
見
直
し
は
必
至
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
キ
リ
ス
ト

教
社
会
福
祉
に
携
わ
る
も
の
は
、「
神
を
愛
し
隣
人
を
自
分

の
よ
う
に
愛
し
な
さ
い
。」
と
の
主
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の

戒
め
を
堅
持
し
て
、
愛
の
実
践
に
身
も
心
も
全
て
を
さ
さ
げ

前
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。

新
し
い
年
度
、
事
業
団
で
は
犀
川
の
ぞ
み
保
育
園
長
が
退
職

さ
れ
新
し
い
園
長
が
就
任
し
ま
し
た
。
こ
れ
で
各
施
設
の
創

設
以
来
の
施
設
長
が
全
員
か
わ
り
、
新
し
い
体
制
に
な
り
ま

し
た
。
創
設
時
の
施
設
長
や
教
会
の
信
徒
達
が
筆
舌
に
尽
く

し
難
い
苦
労
の
末
、
今
日
の
施
設
や
事
業
団
が
あ
る
こ
と
を

忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。「
新
し
い
ぶ
ど
う
酒
は
、
新
し
い

皮
ぶ
く
ろ
に
入
れ
よ
」
と
の
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
み
言
葉

に
従
い
ど
ん
な
困
難
に
も
耐
え
、
真
の
キ
リ
ス
ト
教
社
会
福

祉
の
先
駆
け
に
な
る
よ
う
新
た
な
決
意
を
し
て
い
ま
す
。

色
々
と
新
し
い
事
業
の
開
設
に
も
取
組
み
中
で
す
。
今
後
共

皆
様
の
絶
大
な
る
ご
支
援
と
ご
協
力
と
共
に
尊
い
ご
献
金
を

賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

二
〇
一
一
年
四
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

理
事
長
　

多
　

田
　

一
　

三

個　人

教　会

その他（幼稚園など）

献金額の推移

「
人
を
つ
か
わ
し
て
牢
の
中
で
ヨ
ハ
ネ
の

　
　
　
首
を
は
ね
さ
せ
た
」
マ
タ
イ
14
：
10

  

い
ず
み
の
園
チ
ャ
プ
レ
ン

　
　
　
　
　
　

  

堤 

健
生

　

主
イ
エ
ス
が
公
の
場
に
現

れ
る
前
に
活
躍
し
て
い
た
ヨ

ハ
ネ
と
い
う
人
物
が
い
ま
し

た
。
こ
の
人
は
修
行
僧
の
様

な
人
で
人
々
に
罪
を
悔
い
あ
ら
た
め
て
生
き
る
よ
う

に
勧
め
て
、
人
々
に
洗
礼
を
授
け
て
い
ま
し
た
。
イ

エ
ス
様
自
身
も
彼
か
ら
洗
礼
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ヨ
ハ
ネ
の
最
期
を
記
し
た
の
が
今
箇
所
で
す
。

彼
は
痛
烈
な
権
力
者
批
判
を
し
て
牢
屋
に
入
れ
ら
れ

て
そ
こ
で
首
を
切
り
落
と
さ
れ
て
そ
の
命
は
て
ま
し

た
。
こ
の
場
面
は
、
オ
ス
カ
ー
ワ
イ
ル
ド
の
戯
曲
「
サ

ロ
メ
」
で
彼
の
首
が
お
盆
に
の
せ
ら
れ
て
、
宴
の
席

で
皆
の
前
に
届
け
ら
れ
る
と
い
う
大
変
シ
ョ
ッ
キ
ン

グ
な
光
景
が
登
場
し
ま
す
。

　

こ
の
ヨ
ハ
ネ
に
は
多
く
の
弟
子
が
い
た
よ
う
で
す

が
、
こ
の
最
期
は
あ
ま
り
に
も
あ
っ
け
な
く
、
何
と

は
か
な
い
も
の
で
し
ょ
う
か
。
私
達
は
命
が
あ
っ
け

な
く
失
わ
れ
る
、
そ
の
厳
し
い
現
実
の
様
な
も
の
を

こ
の
と
こ
ろ
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
聖
書
は
こ
の
ヨ
ハ
ネ
の
残
し
た
生
き
ざ

ま
、
そ
の
大
切
な
も
の
を
、
実
は
全
く
違
う
形
で
引

き
継
が
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
語
る
の
で
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
イ
エ
ス
と
い
う
人
物
に
よ
っ
て
。
人
は

死
に
よ
っ
て
全
て
の
も
の
を
失
い
、
死
に
際
し
て
何

も
た
ず
さ
え
て
い
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し

人
の
生
き
ざ
ま
は
、
そ
れ
を
必
ず
や
ど
こ
か
で
、
誰

か
が
引
き
継
い
で
く
れ
て
い
る
の
で
す
。
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現
在
97
歳
か

ら
団
塊
の
世
代

ま
で
、
身
体
状

況
や
生
き
て
来

ら
れ
た
時
代
、

家
庭
環
境
等

様
々
に
異
な
っ

た
50
名
の
方
々

が
入
居
さ
れ
て

い
ま
す
。
最
近

は
家
族
間
や
地

域
で
も
人
の
絆

が
切
れ
、
無
縁
社
会
と
呼
ば
れ
た
り
し
て
い
ま

す
が
、
こ
こ
で
は
血
縁
、
地
縁
で
は
得
ら
れ
な

い
新
た
な
ご
縁
が
築
か
れ
て
い
き
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
が
自
ら
育
み
な
が
ら
交
わ
り
、
安
心
、
温

も
り
、
信
頼
を
深
め
て
い
か
れ
る
の
で
す
。
人

は
一
人
で
は
生
き
て
い
け
ま
せ
ん
。
神
様
と
人

に
繋
が
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
分
の
存
在
が
よ
り

確
か
で
豊
か
な
も
の
に
な
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
縁
あ
っ
て
ホ
ー
ム
の
大
き
な
ひ
と

つ
の
屋
根
の
下
で
共
に
暮
ら
す
生
活
は
、
朝
夕

顔
を
合
わ
せ
、
食
卓
を
囲
み
、
会
話
が
溢
れ
ま

す
。
こ
れ
こ
そ
共
に
住
む
か
ら
こ
そ
生
ま
れ
る

き
ず
な
で
あ
り
、
隣
人
愛
で
し
ょ
う
。
元
よ
り

私
た
ち
に
は
愛
が
た
り
ま
せ
ん
が
、
神
様
の
愛

を
い
た
だ
き
つ
つ
互
い
に
心
を
寄
せ
合
い
、
祈

り
あ
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
愛
は
す
べ
て
を
完
成
さ
せ
る
き
ず
な
で
す
。

　

 （
コ
ロ
サ
イ
の
信
徒
へ
の
手
紙
３
章
�4
節
）」

犀
川
の
ぞ
み
保
育
園

　
　
　
　
　
　
　
（
犀
川
教
会
）

　

卯
月
１
日
、

よ
う
や
く
桜
が

咲
き
は
じ
め
ま

し
た
。

　

�0
名
の
卒
園

児
を
送
り
だ

し
、
新
年
度
は
、

新
入
園
児
６
名

を
加
え
て
29
名
、

学
童
保
育
の
25

名
と
共
に
計
54

名
で
発
足
し
ま

し
た
。

　

開
設
以
来
60
名
の
定
員
で
保
育
園
は
運
営

し
て
参
り
ま
し
た
が
、
新
年
度
よ
り
、
地
域

社
会
の
出
生
児
減
少
に
伴
い
そ
の
定
員
を
40

名
に
変
更
し
、
更
に
、
園
長
の
交
替
も
含
め

て
、
保
育
園
運
営
も
新
時
代
を
迎
え
て
い
ま

す
。

　

開
設
以
来
48
年
を
経
過
し
ま
し
た
が
、
児

童
福
祉
の
業
を
手
掛
り
に
、
犀
川
の
開
拓
伝

道
は
「
種
蒔
き
伝
道
」
と
い
う
気
の
遠
く
な

る
よ
う
な
伝
道
を
進
め
て
参
り
ま
し
た
。
開

拓
当
初
の
会
堂
建
築
を
通
し
「
昼
間
は
空
い

て
い
る
会
堂
を
保
育
園
に
開
放
せ
よ
」
と
の

地
域
住
民
の
要
請
に
応
え
て
無
認
可
の
児
童

保
育
施
設
を
開
設
し
た
訳
で
す
。

　

園
長
交
替
を
契
機
に
新
し
い
時
代
に
相
応

し
い
保
育
園
創
造
の
た
め
に
お
祈
り
く
だ
さ

い
。

グ
レ
ー
ス
保
育
園

　
　
　
　
　
　
　
（
中
津
教
会
）

　

皆
様
方
の
お
祈
り
に
よ
っ
て
２
０
１
０
年

度
を
恵
み
の
う
ち
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
こ
と
を
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

九
州
教
区
の
祈
り
に
よ
っ
て
大
分
東
教
会

が
誕
生
し
、
現
在
地
に
保
育
園
が
開
園
し
て

44
年
に
な
り
ま
す
。
２
０
１
１
年
度
は
園
児

数
98
名
、
職
員
数
26
名
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
と

な
り
ま
し
た
。
新
入
園
児
も
与
え
ら
れ
、
安

定
し
た
環
境
の
中
で
職
員
も
日
々
の
保
育
の

業
に
勤
し
ん
で
お
り
ま
す
。

　

昨
年
度
は
、
一
時
預
か
り
事
業
に
お
い
て
、

年
間
延
べ
１
２
０
０
名
程
の
子
ど
も
た
ち
が

集
い
、
地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援
に
も
貢

献
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
新
入
園
児
を
迎
え
、
職
員
一
同
、

神
を
信
じ
、
隣
り
人
を
愛
す
る
気
持
ち
を
忘

れ
ず
に
保
育
園
に
集
う
子
ど
も
た
ち
と
保
護

者
の
方
々
の
た
め

に
力
を
尽
く
し
て

参
り
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　

事
業
団
の
諸
施

設
と
共
に
め
ぐ
み

保
育
園
を
覚
え

て
、
こ
れ
か
ら
も

お
祈
り
お
支
え
い

た
だ
け
ま
し
た
ら

幸
い
に
存
じ
ま

す
。

　

３
月
�9
日
、
第
37
回
卒
園
礼
拝
が
も
た
れ
、

38
人
の
園
児
が
グ
レ
ー
ス
保
育
園
を
卒
園
し
ま

し
た
。
今
年
度
は
新
入
園
児
�6
人
を
迎
え
、
新

年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
新
年
度
の
年
主
題

は
「
信
じ
る
� 

見
え
な
い
も
の
に
目
を
注
ぐ
」

と
掲
げ
ま
し
た
。
聖
書
の
箇
所
は
「
わ
た
し
た

ち
は
見
え
る
も
の
で
は
な
く
、
見
え
な
い
も
の

に
目
を
注
ぎ
ま
す
」
と
い
う
、
コ
リ
ン
ト
の
信

徒
へ
の
手
紙
Ⅱ
４
章
�8
節
の
み
言
葉
で
す
。
子

ど
も
は
自
ら
育
つ
力
を
宿
し
て
い
ま
す
。
こ
の

力
を
信
じ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
幼
児
期

は
人
間
と
し
て
の
基
礎
を
培
う
大
切
な
人
格
形

成
期
で
す
。
人
の
心
の
根
源
的
な
部
分
が
幼
少

期
に
形
成
さ
れ
ま
す
。
子
ど
も
達
の
「
内
発
的

な
も
の
（
一
人
一
人
の
中
に
あ
る
『
良
い
種
』）」

を
、み
ず
み
ず
し
さ
に
満
ち
て
い
る
幼
児
期
に
、

最
も
大
切
に
し
て
あ
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
心

豊
か
な
幼
児
期
を
グ
レ
ー
ス
保
育
園
で
過
ご
せ

る
よ
う
に
、
神
様
の
愛
に
支
え
ら
れ
つ
つ
、
職

員
一
同
、
力
を
合
わ
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

子
ど
も
達
の
心

を
育
ん
で
い
く
た

め
に
も
、
私
達
の

心
を
成
長
さ
せ
、

心
の
目
が
開
か
れ

る
よ
う
に
と
願
っ

て
い
ま
す
。
ど
う

ぞ
覚
え
て
お
祈
り

い
た
だ
け
れ
ば
、

幸
い
で
す
。

ケ
ア
マ
ン
シ
ョ
ン

 
聖
愛
ホ
ー
ム

園　

長　

廣
安
愼
太
郎

園　

長　

橋
本　

高
幸

園　

長　

大
継　

徹
朗

ホ
ー
ム
長　

袖
澗
三
枝
子

め
ぐ
み
保
育
園

　
　
　
　
　
　
（
大
分
東
教
会
）


